
令和６年４月号

●岡崎署管内の犯罪発生状況３月末については、４月号で

は掲載できませんので、ご了承ください。

GW中は、外出の機会が増えるため、不在時を狙った空き巣などの侵入

盗被害に注意が必要です。

狙われない対策

高価な所有物や外出予定を公表しない

→SNS投稿、飲食店での会話を控える

対策（管理）をアピール

→防犯プレートや防犯カメラ等の防犯機器を見える場所に設置する。

地域の連携

→街頭防犯カメラの整備、パトロール、近所の声かけ

被害を最小限に防ぐ対策

盗まれるものを減らす

→不要現金、貴金属等を保管しない。

犯行時間を減らす（早期の被害認知）

→スマホ連動型防犯カメラ、機械警備の導入。

防衛力の強化

→ドアや窓の強化（CP部品）防犯性の高い

金庫の設置やベースボートの活用
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